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令和４年９月９日発行
れい わ ねん にちはつこう

文・写真・絵 生きもの集め隊 隊長 平野 邦好
ぶん しやしん え い あつ たい たいちよう ひら の くによし

8月 21日校舎の手前に植わってい
にちこうしや て まえ う

るサルスベリの花にニホンミツバチ
はな

が来ているのを見つけました。
き み

日本には２種類のミツバチがいます。養蜂家に飼育されているセイヨウミツバチと野生
に ほん しゆるい ようほう か し いく や せい

のニホンミツバチです。ミツバチは花の蜜を集めるときに、実をならせるための受粉の手助
はな みつ あつ み じゆふん て だす

けをします。ミツバチがいないと多くの植物で実（種）ができません。ミツバチは人間
おお しよくぶつ み しゆ にんげん

にとっても動植物にとっても、とても大切な昆虫です。以前３年生が植えたヒマワリに
どうしよくぶつ たいせつ こんちゆう い ぜん ねんせい う

ほとんど種ができませんでした。これはミツバチがいなかったためと考えられます。
たね かんが

ミツバチの行動範囲は半径約３ km と言われています。その範囲の中に養蜂所がなけれ
こうどうはん い はんけいやく い はん い なか ようほうじよ

ば、受粉を野生のミツバチに頼るしかありません。しかし、三浦半島のミツバチは蜂群崩
じゆふん や せい たよ み うらはんとう はちぐんほう

壊症候群という恐ろしい病気等で数を減らしています。とっても心配です。だから、見
かいしようこうぐん おそ びよう き など かず へ しんぱい み

かけるととってもうれしい気持ちになり、「ありがとう。がんばって。」と心の中で言っ
き も こころ なか い

ています。皆さんも見かけたら、応援してください。
みな み おうえん

わはん

諏訪 小 を 訪 れたニホンミツバチ 諏訪 小 から３ kmの範囲
す わ しよう おとず す わ しよう はん い

セイヨウミツバチ（葉山市石井養蜂所） 木のうろに巣を作ったニホンミツバチ（大和市）
は やま し いし い ようほうじよ き す つく や まと し
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ミソハギはお盆のころに鮮やかなピンク色の花を咲かせるため、仏壇やお墓に供えられ
ぼん あざ いろ はな さ ぶつだん はか そな

たり、盆棚や迎え火の周りを清める禊ぎ（みそぎ）に使われたりしています。
ぼんだな むか び まわ きよ つか

ミソハギは湿地を好む植物で、美しい花がたくさん咲き、蜜も豊富なのでビオトープ
しつ ち この しよくぶつ うつく はな さ みつ ほう ふ

の川岸に植えるのにぴったりです。昨年のお盆の後、園芸店で売れ残って半額になってい
かわぎし う さくねん ぼん あと えんげいてん う のこ はんがく

る苗を見つけ購入しました。買ったときは 30cm ほどでしたが、今年の春先からぐんぐ
なえ み こうにゆう か こ とし はるさき

ん伸びて、２ m ほどになってビオトープの雰囲気造りに貢献しています。たくさんの花
の ふん い き づく こうけん はな

の蜜を求めてモンシロチョウや小型の甲 虫が集まってきています。
みつ もと こ がた こうちゆう あつ

購 入 した苗 大きく育ったミソハギ
こうにゆう なえ おお そだ

左下の写真、新型の列車のように見
ひだりした しやしん しんがた れつしや み

えませんか。実は、これはキアゲハの
じつ

幼虫です。とってもきれいで、格好良
ようちゆう かつこう い

いと思いませんか。どこかの鉄道会社でこのデザイン
おも てつどうがいしや

を採用してくれないかな。
さいよう

キアゲハの幼虫の食草は、セリ科の植物です。諏
ようちゆう しよくそう か しよくぶつ す

訪小学校にもキアゲハを呼びたくて、ビオトープにパ
わ しようがつこう よ

セリやアシタバやセリを植えていますが、残念ながら
う ざんねん

この５年間キアゲハは一度も現れていません。
ねんかん いち ど あらわ

私の家のパセリには、今年４回も産卵がありました。
わたし いえ こ とし かい さんらん

私の家と諏訪小学校とは、直線で２ kmほどですが、
わたし いえ す わ しようがつこう ちよくせん

途中にセリ科の植物がほとんど見られないので、蝶道（蝶の通り道）ができないのか
と ちゆう か しよくぶつ み ちようどう ちよう とお みち

もしれません。引き続き確かめてみます。
ひ つづ たし

アシタバ セ リ

わが家のパセリに産卵するキアゲハ
や さんらん


